
願
書

志田　英紀 議員
自由民主党

（鶴岡市選挙区）

　
　
海
上
保
安
庁
が
提
供
す
る
気

象
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
が
平
成

２８
年
９
月
で
終
了
す
る
と
、
岸
か

ら
離
れ
た
漁
場
で
は
、
気
象
情
報

を
得
る
手
段
が
な
く
な
る
。
代
替

手
段
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
　
携
帯
電
話
の
電
波
が
届
か
な

い
２０
海
里
以
遠
で
操
業
す
る
漁
船

の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
、
当
面

の
対
応
と
し
て
、
船
舶
衛
星
電
話

を
装
備
し
た
漁
船
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
得
た
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
今

後
の
対
応
と

し
て
は
、
地

上
無
線
局
か

ら
の
情
報
提

供
な
ど
が
考

え
ら
れ
、
関

係
者
の
話
を

聴
き
な
が
ら

検
討
し
て
い

く
。

　
　
漁
業
近
代
化
資
金
の
漁
船

リ
ー
ス
事
業
の
融
資
率
を
現
在
の

８０
％
か
ら
１
０
０
％
に
し
、ま
た
、

こ
の
制
度
に
よ
っ
て
も
負
担
が
多

額
の
場
合
、
県
の
支
援
措
置
を
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
漁
業
経
営
を
改
善
し
、
漁
業

生
産
の
維
持
拡
大
を
図
る
場
合
に

は
８０
％
を
超
え
る
融
資
が
可
能
で

あ
り
、
融
資
率
の
拡
充
を
前
向
き

に
検
討
す
る
。
国
の
補
助
制
度
に

海
上
保
安
庁
の
気
象
情
報
サ
ー
ビ

ス
終
了
に
対
す
る
漁
船
操
業
の
安

全
確
保
対
策

問答漁
船
リ
ー
ス
事
業
に
対
す
る
支
援

問答

加
え
て
の
県
の
支
援
は
、
農
林
漁

業
者
に
対
す
る
他
の
支
援
制
度
と

の
バ
ラ
ン
ス
や
本
県
水
産
業
へ
の

効
果
等
を
踏
ま
え
、
今
後
検
討
す

る
。

今井　榮喜 議員
自由民主党

（山形市選挙区）

　
　
災
害
発
生
時
の
救
助
や
復
旧

活
動
を
迅
速
、
円
滑
に
進
め
る
た

め
の
災
害
関
係
の
法
律
の
改
正
状

況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
法
改
正
を

踏
ま
え
、
自
治
体
と
し
て
災
害
に

ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の
か
。

　
　
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
等

に
よ
り
、
災
害
時
の
応
急
対
策
及

び
復
旧
活
動
の
た
め
、
市
町
村
長

等
は
、
倒
壊
建
物
や
瓦
礫
、
放
置

車
両
な
ど
の
移
動
や
撤
去
が
可
能

と
な
っ
た
。
県
と
し
て
は
、
総
合

防
災
訓
練
等
を
通
し
て
、
迅
速
に

こ
れ
ら
の
応
急
措
置
が
実
施
で
き

る
よ
う
、
万
全
を
期
し
て
い
く
。

　
　
福
島
県
に
お
け
る
避
難
者
に

対
す
る
住
宅
支
援
に
係
る
今
後
の

方
針
を
踏
ま
え
、
本
県
と
し
て
、

自
主
避
難
者
に
対
す
る
支
援
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
借
上
げ
住
宅
の
提
供
終
了
に

伴
い
、
経
済
的
な
事
情
で
住
宅
の

確
保
が
困
難
な
方
を
対
象
と
し
た

県
職
員
公
舎
の
無
償
提
供
に
つ
い

て
、
他
県
の
住
宅
支
援
の
状
況
も

勘
案
し
な
が
ら
、検
討
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
独
自
の
支
援
に
つ
い

て
、
他
県
の
例
な
ど
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

災
害
発
生
時
の
対
処
に
つ
い
て

問答福
島
県
か
ら
の
避
難
者
に
対
す
る

今
後
の
支
援
の
考
え
方

問答

期
を
捉
え
て
整
備
に
着
手
し
て
い

き
た
い
。

佐藤　藤彌 議員
自由民主党

（酒田市・飽海郡選挙区）

　
　
出
羽
三
山
の
日
本
遺
産
の
認

定
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
の
状
況

の
変
化
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
に

観
光
振
興
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
出
羽
三
山
に
つ
い
て
は
、
地

元
の
方
々
を
は
じ
め
、「
出
羽
三

山
『
生
ま
れ
か
わ
り
の
旅
』
推
進

協
議
会
」
と
連
携
し
、
山
形
交
響

楽
団
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
や
Ｐ

Ｒ
映
像
の
制
作
等
に
よ
り
、
精
神

文
化
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
。

ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
向

け
、
ロ
ム
ア
ル
ド
・
デ
ル
・
ビ
ア

ン
コ
財
団
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を

活
用
し
、
本
県
の
豊
か
な
観
光
資

源
を
全
世
界
に
発
信
し
て
い
く
。

　
　
酒
田
港
本
港
地
区
の
東
ふ
頭

上
屋
を
観
光
施
設
と
し
て
有
効
利

用
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
国
土
交
通
省
、
県
、
酒
田
市

に
よ
る
「
元
気
で
使
い
や
す
い
酒

田
港
検
討
会
議
」
で
行
っ
た
ヒ
ア

リ
ン
グ
で
は
、
東
ふ
頭
上
屋
の
建

物
に
つ
い
て
、催
事
場
や
展
示
場
、

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど
と
し
て
有

効
利
用
す
る
提
案
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
東
ふ
頭
上
屋
の
有
効

活
用
も
含
め
、
本
港
地
区
の
賑
わ

い
づ
く
り
の
た
め
の
取
組
み
を
、

地
元
関
係
者
や
酒
田
市
、
国
土
交

通
省
と
も
連
携
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

本
県
の
文
化
財
等
を
活
用
し
た
観

光
戦
略

問答酒
田
港
の
観
光
地
と
し
て
の
魅
力

向
上

問答

楳津　博士 議員
無所属

（寒河江市選挙区）

　
　
県
立
高
等
学
校
に
お
け
る
県

外
志
願
者
の
受
入
れ
に
つ
い
て
、

現
在
の
検
討
状
況
と
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
平
成
２７
年
に
設
置
の
「
入
学

者
選
抜
方
法
改
善
検
討
委
員
会
」

で
は
、
入
学
者
が
定
員
に
満
た
な

い
状
況
が
続
く
学
校
や
学
科
で
の

県
外
志
願
者
の
受
入
れ
に
つ
い
て

意
見
が
出
て
い
る
。
今
後
、
検
討

委
員
会
か
ら
の
報
告
書
を
受
け
て
、

２８
年
度
末
ま
で
に
改
善
方
針
を
決

定
し
、
実
施
時
期
は
早
け
れ
ば
３０

年
度
入
学
者
選
抜
を
目
途
と
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
寒
河
江
工
業
高
等
学
校
の
校

舎
は
、築
５３
年
で
耐
震
性
が
な
い
。

安
全
な
校
舎
で
生
徒
た
ち
が
学
べ

る
環
境
整
備
に
早
期
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
る
が
、
改
築
に
つ
い
て
の
考
え

方
を
伺
い
た
い
。

　
　
同
校
の
校
舎
１０
棟
の
う
ち
６

棟
の
耐
震
性
が
基
準
を
満
た
し
て

お
ら
ず
、
耐
震
改
修
も
困
難
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
全
面
改
修
が
早
急

に
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
本
県

の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

で
き
る
だ
け
早
期
に
、
適
切
な
時

県
外
か
ら
の
高
校
生
の
受
入
れ

問答寒
河
江
工
業
高
等
学
校
の
改
築
に

向
け
た
考
え
方

問答

大内　理加 議員
自由民主党

（山形市選挙区）

　
　
次
期
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
に

お
い
て
、
事
業
評
価
の
方
針
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
今
後
の
事
業
評
価
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
活
動
指

標
と
活
動
実
績
、
成
果
指
標
と
成

果
実
績
、
事
業
内
容
の
妥
当
性
、

県
の
役
割
分
担
の
妥
当
性
と
い
っ

た
視
点
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、
県

民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く
示

せ
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
段
階
で

あ
る
。
様
々
な
観
点
か
ら
検
討
を

重
ね
、
次
期
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

に
し
っ
か
り
位
置
付
け
て
い
く
。

　
　
本
県
と
宮
城
県
の
連
携
に
関

す
る
基
本
構
想
「
Ｍ
Ｙ
ハ
ー
モ

ニ
ー
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
み
の
検
証
状
況
と
今

後
の
方
向
性
は
ど
う
か
。

　
　
基
本
構
想
は
、
未
来
を
拓
く

東
北
の
中
枢
圏
域「
宮
城
・
山
形
」

の
形
成
を
将
来
像
に
掲
げ
、
平
成

１９
年
３
月
に
策
定
し
、「
宮
城
・

山
形
未
来
創
造
会
議
」
を
設
立
し

て
官
民
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
。
現
在
、
関
係
者
と
協
議
を

行
い
、
総
括
に
向
け
た
作
業
を
進

め
て
い
る
。
今

後
の
方
向
性
に

つ
い
て
は
、
総

括
の
結
果
等
を

踏
ま
え
、
２８
年

度
内
を
目
途
に

取
り
ま
と
め
た

い
。

次
期
山
形
県
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

に
お
け
る
事
業
評
価
の
方
針

問答山
形
県
と
宮
城
県
の
連
携
基
本
構

想
の
今
後
の
方
向
性

問答

　１０月７日、野川議長が総務省を訪問し、山形新幹線の携帯電話
の不感区間の早期解消を求める意見書を、あかま二郎総務副大臣
に直接手渡しました。
　山形新幹線の福島以北の区間は、携帯電話の不感解消のための
対策工事が未着手であり、特に福島－米沢間のトンネルが連続す
る県境部では、断続的に携帯電話が繋がらない状況となっています。
　山形新幹線の利用者に与える影響
が大きいことに加え、東京オリンピッ
ク等の開催を契機として、インバウ
ンドの受入増加及び交流人口のさら
なる拡大が期待されることから、吉
村知事、県内経済団体の代表、大沼
参議院議員とともに、携帯電話の不
感区間の早期解消について要望を行
いました。

山形新幹線の携帯電話不感区間の
早期解消を求める意見書を国に提出

採
択
し
た
請
願

可
決
し
た
意
見
書

●  私学教育の支援について
●  私立学校の耐震化補助等の拡充、幼児教育の無償化及び高等 
学校生徒納付金の公私間格差の是正を求める意見書の提出につ
いて

●  2017年度県予算における私学助成関係予算の拡充について

●  北朝鮮の度重なる弾道ミサイル発射及び核実験に抗議し、国の
断固たる対応と国民の安全・安心の確保を求める意見書

●  地方議会議員の厚生年金への加入を求める意見書
●  山形新幹線の福島以北における携帯電話不感区間の早期解消を
求める意見書

●  私立学校の耐震化補助の拡充、幼児教育の無償化及び高等学校
生徒納付金の公私間格差の是正を求める意見書

●  基幹産業である本県農業の万全な国内対策を求める意見書
●  農業農村整備事業予算の確保を求める意見書
●  森林・林業・木材産業施策予算の確保を求める意見書

意見書を手交する野川議長（右）、
あかま総務副大臣（左）
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米沢東高等学校 新庄南高等学校

議会の概要説明の様子

議場演奏会の様子

議場見学の様子

山形盲学校 専門学校山形Ｖ.カレッジ

議会の概要説明の様子 議場見学の様子

議場演奏会の様子

鶴岡東高等学校 保健医療大学 山形南高等学校

県議会は、年に４回（２月・６月・９月・１２月）定例会を開催します。
「県議会やまがた」は、各定例会の概要等をお知らせします。

〒990‒8570 山形市松波２‒８‒１　℡ 023‒630‒2845
ホームページアドレス http://www.pref.yamagata.jp/assembly/

編 集
・
発 行

山 形
県議会

山形県議会

　県議会の本会議や委員会は公開されてお
り、どなたでも傍聴することができます。
　当日、県議会議事堂にお越しいただき、
簡単な手続きをしていただくだけで入場で
きますので、ぜひお越しください。

県議会を傍聴しませんか

問合せ先 ０２３－６３０－２８４０

　県議会では、公職選挙法改正による選挙権年齢の引下げを踏まえ、県議会議員との議論を通して、生徒・学生の皆さんに県議会を身近に感じ
てもらい、主権者としての政治参加意識の醸成を図ることを目的に、９月６日に米沢東高等学校、同月９日に山形盲学校、同月１３日に新庄南高
等学校、同月２８日に専門学校山形Ｖ．カレッジ、１０月１７日に鶴岡東高等学校、同月２５日に保健医療大学、同月２７日に山形南高等学校のそれぞれ
の生徒・学生の皆さんと「生徒・学生と県議会議員との意見交換会」を実施しました。
　参加した生徒・学生の皆さんからは、「選挙権年齢だけでなく成人年齢も引き下げるべきではないか」、「インターネットによる投票について
どう考えるか」、「子どもの貧困対策として県ではどのような取組みをしているのか」、「障がい者施策として県が力を入れていることは何か」、
「山形県は他県からどのような役割を期待されているのか」などの質問や意見が出され、活発な意見交換が行われました。

　県議会では、県民の皆さんに県議会を身近に感じていただく取組みの一環として、９月２７日、議場演奏会と議会見
学会を併せて開催しました。
　当日は、約１２０人の県民の皆さんが参加し、議場の見学や、予算特別委員会の傍聴を行ったほか、県議会の仕組み
や役割についての説明を聴きました。その後、議場において、山形交響楽団による弦楽合奏を鑑賞しました。
　参加した皆さんからは、「県議会を身近に感じられて良かった」、「こういった機会があれば、選挙への関心も高く
なると思う」、「今度は個人的に傍聴に来てみたい」といった感想が寄せられました。

生徒・学生との意見交換会を開催しました

議場演奏会と議会見学会を開催しました
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